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[bookmark: _GoBack]社会的孤立が股関節置換術後の痛みに関連
　社会的に孤立した人は、手術から数年が経過しても比較的重度の痛みを経験していることが、新たな研究で示唆された。

　この研究は、関節リウマチまたは変形性関節症で人工股関節全置換術を受けた患者687人（平均62歳）を対象としたもの。このうち関節リウマチ患者の8.2%、変形性関節症患者の7.8%が社会的に孤立しているとみなされた。社会的孤立とは、親密な関係の人がほとんどいない状況を意味し、たとえば、未婚、友人または親類が6人未満、何かのグループや宗教団体に所属していない人などが該当するものとした。

　米ホスピタル・フォー・スペシャルサージェリー（ニューヨーク）の研究グループによると、社会的に孤立している患者は、十分な社会的支援を受けている人に比べ、股関節置換術後に深刻な持続的疼痛を2年以上抱えている比率がほぼ3倍だったという。

　「手術前に患者の社会的関係を評価し、改善するという介入措置によって、股関節置換術後の痛みを改善できるかどうかを明らかにするため、さらに詳細な前向き研究を実施する必要があると考えている」と、研究著者のLisa Mandl氏は述べ、「薬剤やその他の高価な介入治療を用いずに、転帰を向上できる可能性がある。患者の生活の質（QOL）の向上に必要な社会的支援を受けられるよう手助けすることに、マイナス面は見当たらない」と、説明している。

　同氏によると、これまでの研究から、社会的結びつきの乏しい人は、家族、友人、地域社会による支援のある人に比べ、心筋梗塞、脳卒中、死亡のリスクが高いことが示されているという。

　今回の研究は、サンディエゴで開催された米国リウマチ学会（ACR）年次集会で発表された。なお、学会発表された研究は、ピアレビューを受けて医学誌に掲載されるまでは予備的なものとみなす必要がある。
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